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天文学教育研究センター木曽観測所にある口径
1.05mの超広視野シュミット望遠鏡は，世界で活躍
する3台の大型シュミットの1つ。建設から40年以
上たった今でも現役で研究や教育に活躍している。
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名川 文清（生物科学専攻 講師） 

一体いくつ星があるのだろう。数年前ハワイ
島マウナケア山の中腹で空を見上げて驚いた
ことを覚えています。ハワイ大学で線虫の研
究している友人と一緒に 4輪駆動車で山頂（標
高 4 , 2 0 0 m）に登り，すばる望遠鏡を見学させ
てもらった後，中腹で星空観察会に参加した
時のことです。山頂には各国の望遠鏡があり
ますが，唯一，すばる望遠鏡だけが一般見学
可能となっています。今回の「専攻の魅力を語
る」は，天文学専攻です。私たち専門外の者
は星空を見て，ただ美しいと思うだけですが，
その背後には，時間的にも空間的にも壮大な
宇宙の謎が横たわっていることが分かります。
それらの謎がさまざまな研究により，次々と
解明されているようです。将来，ハビタブル
惑星で生命の兆候も明らかにされるのでしょ
うか？生物学者としても，とても楽しみです。
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